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学習指導要領の指導
内容を確認し、その内
容に基づいた指導計
画を作成し、児童生徒
が自分から学ぼうと
している姿勢を意識
した目標設定や評価
をする。

個別の教育支援計画、指導計画を作成する際、主体
的な姿を評価しようという教員の意識の高まりが感
じられた。日々の連絡帳などを通して児童生徒の主
体的な姿を保護者に伝えたり、懇談会で保護者に丁
寧に説明を行ったりしたことが目標達成につながっ
たと思われるが、少数ながら十分に知ることのでき
なかったと回答した保護者もいるので、今後も支援
方法や保護者への伝え方について検討を重ねたい。

本校は様々な小集団での学習が基本であることか
ら、個別の指導計画の作成において、主体性に加えて
協働性（友達を意識、関わり合い、認め合いなど）を意
識した目標設定や評価をすることを目指し、保護者と
共通理解を図りながら考えていきたい。

人とのかかわり方（異
性とのかかわりを含
む）やインターネット
の使い方についての
支援・指導を行い、い
じめやトラブル防止
に努める。

小学部は指導部が作成したスライド教材を用いて学
習したり、遊びの中で具体的な指導を行ったりした。
中高等部は生活単元の授業やクラスで取り上げて指
導を行い支援に生かしたりすることができた。生徒達
の変容に応じて課題を見つけ、人とのかかわり方に
ついてより具体的に指導していけるとよい。

今後も引き続き、有効な情報や教材を教員へ提供し
ていく。挨拶や距離感、高等部では友達との付き合い
方など、人とよりよくかかわるためのマナーや方法
等、各学部の実態に応じて必要な力を身に付けられ
るように、課題を整理して指導したい。

学校から情報を発信
したり、児童生徒の支
援策を保護者と考え
たりするなど、家庭と
連携して支援・指導を
行う。

学校での取組を学部便りで紹介し、特に中高等部で
は家庭でのスマートルール作りにも取り組んたことが
成果につながったと考える。また、高等部では、生活
指導通信を発行し、個別の支援の際には家庭と情報
を共有しながら支援にあたったことも成果につな
がったと考える。

チェック表などを用いて、人とのかかわり方について
の課題を家庭と共有したり、共に支援を考えたりでき
るようにしたい。また、学部便りにＱＲコードを載せる
など、より有効で必要な情報を保護者へ発信できる
ように工夫したい。

希望調査や説明会、
相談会といった進路
関連行事のほか、生
活や学習活動など、
学校生活のあらゆる
場面において、児童
生徒の進路実現を意
識した支援を行う。

昨年と同様にさまざまな機会を通じて、児童生徒の
卒業後の生活に関する情報を提供することができた
が、小学部の保護者には情報提供が十分にはできな
かった。小学部低学年の段階では、「進路＝まだ先」と
いうイメージがあり、普段の学習活動の積み重ねが将
来の進路実現につながる、という考え方を十分浸透
させられなかったことが要因と考える。

改善策として、小中学部の保護者のニーズを調査す
るとともに、進路希望調査や説明会、相談会、懇談会
の内容等をニーズに沿ったものに軌道修正する。ま
た、次年度から小３と小６合同の説明会を開催し、低
学年から高学年への系統化されたキャリア教育を推
進する。

高等部での産業現場
等における実習が、
進路選択の参考とな
るように充実させる。

産業現場等における実習やその前後に行う準備や振
返り等、高等部生徒に進路選択について考える機会
や場面を十分に設けることができた。

向上策として、事前・事後学習を通し、障がい福祉
サービスや雇用契約に関する制度や障がい者雇用の
現状等について理解する学習機会を拡充するととも
に、学習内容を系統化し、本校独自のキャリア発達マ
トリクス構築を目指す。

社会の状況を踏まえ
ながら教職員一人一
人がセクシュアリティ
教育について理解を
深め、学部舎で児童
生徒に応じた指導や
支援を行う。

夏季休業中に、性の多様性について考える職員研修
を行った。全体研修では学習指導要領と性の多様性
の教育についての現状や当事者の言葉などについて
紹介し、多様性の教育について考える機会とすること
ができた。グループ研修では年齢の近い学部同士で
構成したことで、実際の生活場面での話題を共有す
ることができた一方、日ごろ直面することの少ない異
年齢の話題を聞きたいという意見もあった。

来年度も引き続き性に関する指導をテーマにした研
修の機会を設ける。他学部の具体的な実践の様子や
日ごろかかわることの少ない児童生徒の実態が共有
できるような内容を設定する。

家庭に向けた発信を
行い、家庭からのニー
ズを把握する。

目標値を達成した。Ｃ「分からない」に対する記述意見
では、「まだ実感がなく考えたことがない」（小低）、
「子どもと性について話すことがない」（高等部）など
の意見があった。発信のみでなく、懇談時などに性に
関する悩みの有無などを尋ねて、個人のニーズを探
る必要もある。

今年度同様、連絡帳やこころ＊からだ通信などで実
践を伝えていく取り組みを行いつつ、直接言葉を交
わす場面などで個別のニーズを探る。

児童生徒の学びを充
実させ生活を豊かに
送ることができるよ
うなICTの活用方法
について検討する。

学部研究会等を通して、ほとんどの教員がICT利用
に関する情報共有や、使い方や活用の仕方の検討を
行うことができた。保護者向けにICT通信を２回発行
し、ホームページに掲載した。各学部、学年の取組や、
よく利用しているアプリの紹介をした。

来年度はこれまでのICTを活用した実践事例を集約
し、全校で閲覧、共有できるように進めていきたい。
来年度もICT通信を発行して、学校での取組を紹介
していく。用途に応じたアプリの紹介など、構成を工
夫していきたい。

ICTを活用できるよ
う、教職員の資質能
力の向上を図る。

長期休業中に研修会を実施し、各学部に適した内容
の研修を行うことができた。来年度は教職員に対し
て一人一台の体制が構築できなくなりハード面の絶
対数の確保が課題になる。

学校教育DXの推進・発展を図る上で、学校内の研修
にとどまらず教育研究所が開催する研修等を利用し
て個人のレベルアップを図る。
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